
 
 2015年 3月 26日 

東京大学 医科学研究所 
株式会社日立製作所 

 
東大医科研がヒトゲノム解析用スーパーコンピュータ Shirokane3 の本格稼働を開始 

従来比約 10 倍の解析速度と約 100 万人分のデータ保存を実現し、 

がんや感染症などに関する個人の特性に合った予防・診断・治療法の研究を加速 
 

■発表のポイント 

 東京大学 医科学研究所 ヒトゲノム解析センターは、株式会社日立製作所の協力のもと、ヒトゲノ

ム解析用スーパーコンピュータシステムを刷新し、Shirokane3 として4月1日から本格稼働を開

始します。 

 422 TFLOPS の総合理論演算性能の実現などにより、従来システム比約 10倍の速度でヒトゲノ

ムのデータを解析することが可能となります。 

 膨大なデータからヒトゲノムが変異した箇所を高速に検索・特定することにより、ヒトゲノム変異と疾

患要因の因果関係分析や治療効果の高い医薬品の予測など、最適な治療法の研究を効率化し

ます。 

■概要 

東京大学 医科学研究所 (所長: 清野 宏／以下、東大医科研) ヒトゲノム解析センターは、このたび、

ヒトゲノム解析 (注 1) 用スーパーコンピュータシステムを刷新し、これを Shirokane3 と命名し、4 月 1 日

から本格稼働を開始します。 
Shirokane3 は、従来システム比約 10 倍(*)の速度でヒトゲノム情報の解析を実現するとともに、大容量

のストレージ装置により従来システム比約 33 倍の約 100 万人分(**)のデータを保存することができます。

今回の稼働により、膨大なデータからヒトゲノムが変異した箇所を高速に検索・特定し、ヒトゲノム変異と疾

患要因の因果関係分析や、治療効果の高い医薬品の予測を行うことが可能となります。これにより、東大

医科研ヒトゲノム解析センターは個人のヒトゲノムの特徴に応じたがんや感染症などの予防・診断・治療法

の研究を加速し、個人の特性に応じた個別化医療の実現をめざします。 
なお、Shirokane3は株式会社日立製作所 (執行役社長兼COO: 東原 敏昭／以下、日立) が構築し、

今後の安定稼働を支援します。 
 

■Shirokane3 の導入と今後の研究 

東大医科研は、日本におけるヒトゲノム解析を通じた医学・生物学研究の中心拠点であるヒトゲノム解析

センターを有し、従来システムでは日本人の全ヒトゲノム配列 (注 2) の解析を世界で初めて(***)行うなど、

ヒトゲノム分野の先進的な研究を推進してきました。ヒトゲノム研究においては、近年のDNAシークエンサ 
(注3) の技術発展により大量のヒトゲノム情報を高速に取得することが容易となり、解析技術の高度化も進

展しています。こうした中、東大医科研ヒトゲノム解析センターは、ますます増加する膨大なヒトゲノム情報

をより効率的に解析し、個別化医療の実現に向けた研究を加速することを目的として、ライフサイエンス分

本件は、東京大学 医科学研究所と株式会社日立製作所の共同発表です。両者から重複して配信される場合がありますが、ご容赦ください。 
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野におけるスーパーコンピュータシステムの構築・運用に関する多くの実績を有する日立の協力のもと、

Shirokane3を導入します。 
なお、Shirokane3 は東大医科研に所属する研究者のほか、従来システムと同じく国内他機関の研究

者や医療関係者による利用も可能とすることで、ヒトゲノム研究の社会的な発展に寄与します。 
 
また日立は、今回のシステム構築にあたりシステムの稼働状況を監視する機能を開発しました。本機能

は、システムにかかる負荷をリアルタイムに監視し、効率的な分散処理を行うことでシステム障害の発生を

防止するものです。また、Shirokane3 は用途に応じてシステム構成を柔軟に変更することが可能です。

例えば、ヒトゲノム解析に関する国際プロジェクトを実施する際、海外の研究機関とヒトゲノム解析手法や

システム構成などを共通化する必要がある場合も、迅速に対応することができます。 
 

■スーパーコンピュータシステム Shirokane3 の特長と構成 

1. ヒトゲノム情報の高速な解析と大量データ保存を実現 
Shirokane3では、422 TFLOPS (注4) の総合理論演算性能 (注5) を実現しています。具体的には、

ヒトゲノム情報の高速な並列処理を行うプログラム用には合計 11,160 CPU コアを有する｢分散メモリ型サ

ーバ｣、ヒトゲノムアセンブリプログラムといった大容量のメモリを必要とするプログラム用には 1 ノード (注
6) あたり2 TB (注7) のメモリ容量を有する｢大規模メモリサーバ｣を有しています。また、ストレージは、本

格稼働の開始時点で、合計34.2 PB (注8) の記憶容量を有し、適時の増量が容易にできる構成にしてい

ます。具体的には、膨大なヒトゲノム情報の高速な解析を行うため、すべてのサーバ間と大量のデータを

高速に送受信できる｢高速ディスクアレイ装置｣や、ヒトゲノム情報を格納するための大容量の｢分散ストレ

ージ｣と｢巨大アーカイブストレージ｣で構成し、これらは、100 PB を超える容量まで増量できるハードウェ

アを備えます。 
 

2. 電力消費の効率化 
Shirokane3 では環境に配慮したシステム運用により、東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト 

(TSCP) (注 9) の取り組みである、低炭素キャンパスづくりの推進に寄与します。具体的には、国内の大

学・研究機関のスーパーコンピュータシステムでの採用は初(***)となる間接蒸発式冷却装置 (注 10) により

優れたエネルギー効率を実現する超低電力冷却システムなどを採用することでPUE (注11) の試算値を

1.06と見込んでいます。 
 

3. 高セキュリティ 
ヒトゲノムを扱った研究においては、ヒトゲノム所有者の個人情報を厳重に管理するため、セキュリティ

を確保した上で、必要に応じて研究者やシステム運用者がヒトゲノム情報を元に個人を特定できないよう、

匿名化の手続きを行っています。あわせて、東大医科研ヒトゲノム解析センターでは、ヒトゲノム情報を扱

うシステム領域を外部のインターネットと完全に隔離し、ログイン認証に生体認証を採用する高セキュリテ

ィ領域を確保しています。
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■スーパーコンピュータシステム Shirokane3 のイメージ 

 
■用語解説 

(注 1) ヒトゲノム解析 
生物の持つすべての遺伝情報のセットであるヒトゲノムの構造や機能を解析すること。 
 

(注 2) ヒトゲノム配列  
各染色体を構成する塩基の配列で、遺伝情報を表す。 
 

(注 3) DNAシークエンサ 
化学処理した DNA サンプルに対してさまざまな分析処理を行うことで、ヒトゲノムの DNA 塩基配列を
自動的に読み取る装置。 
 

(注 4) TFLOPS (テラフロップス) 
1 TFLOPS は浮動小数点演算を 1秒間に 1兆回実行する能力。 
 

(注 5) 総合理論演算性能 
同時に動作可能な全ての演算器が動作したときの理論上の性能。 

 
(注6) ノード 
システムを構成する独立した演算処理単位で、サーバを意味する。 
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(注7) TB (テラバイト) 
約 1,000 G バイト。約1兆バイト。 
 

(注 8) PB (ぺタバイト) 
約 1,000 Tバイト。約 1,000兆バイト。 
 

(注 9) 東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト (TSCP) 
地球環境を保全しつつ産業発展や研究開発が継続可能な社会の実現に向け、先導的な取り組みを実
践する取組みであり、キャンパスからの温室効果ガス排出削減を当面の最優先課題としている。 
 

(注10) 間接蒸発式冷却装置 
室内の空気の熱を外気と混ぜずに水をかけた熱交換器を介して外気に放出する冷却装置。 
 

(注11) PUE (Power Usage Effectiveness) 
データセンターやサーバ室のエネルギー効率を示す指標の1つで、データセンター全体の消費電力を IT 
機器の消費電力で除した値。PUE値が1に近づくほど、エネルギー効率が高いことを表す。 

 
■注釈 
(*) 従来システムの Shirokane1からの演算性能、ネットワークなどの向上を総合的に評価した推定値 
 
(**) １人分のヒトゲノムあたりの解析に必要なデータ量を100 GB程度とした場合 
 
(***) 東大医科研調べ 
 
■本件に関するお問い合わせ先 

東京大学 医科学研究所 
ヒトゲノム解析センター DNA情報解析分野 担当：斉藤あゆむ 
TEL: 03-5449-5615 
URL: http://hgc.jp 
E-Mail: ayumu@hgc.jp 
 
株式会社日立製作所 
情報・通信システム社 公共システム営業統括本部 
カスタマ・リレーションズセンタ 担当: 西本、佐々木 
〒136-8632 東京都江東区新砂一丁目 6番 27号 新砂プラザ 
URL: http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/ 
 
■報道機関お問い合わせ先 

東京大学 医科学研究所 
ヒトゲノム解析センター DNA情報解析分野 担当：斉藤あゆむ 
TEL: 03-5449-5615 
URL: http://hgc.jp 
 

株式会社日立製作所 
情報・通信システム社 広報部 担当: 原田、寺師 
〒140-8572 東京都品川区南大井六丁目 27番 18号 日立大森第二別館 
TEL: 03-5471-8900 (直通) 
E-Mail: koho@itg.hitachi.co.jp 

以 上 

4 


	■発表のポイント
	■概要
	■Shirokane3の導入と今後の研究
	■スーパーコンピュータシステムShirokane3の特長と構成
	1. ヒトゲノム情報の高速な解析と大量データ保存を実現
	2. 電力消費の効率化
	3. 高セキュリティ
	■用語解説
	(注1) ヒトゲノム解析
	(注2) ヒトゲノム配列
	(注3) DNAシークエンサ
	(注4) TFLOPS (テラフロップス)
	(注5) 総合理論演算性能
	(注6) ノード
	(注7) TB (テラバイト)
	(注8) PB (ぺタバイト)
	(注9) 東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト (TSCP)
	(注10) 間接蒸発式冷却装置
	(注11) PUE (Power Usage Effectiveness)
	■注釈
	■本件に関するお問い合わせ先
	■報道機関お問い合わせ先
	〒140-8572 東京都品川区南大井六丁目27番18号 日立大森第二別館


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


